
る
大
山
龍
寛
・
本
田
技
研
工
業
（
株
）

安
全
運
転
普
及
本
部
本
部
長
が
「
自

動
車
教
習
所
が
地
域
の
交
通
教
育
セ

ン
タ
ー
と
し
て
安
全
運
転
教
育
の
核

と
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
質

の
高
い
教
育
が
で
き
る
皆
様
の
よ
う

な
指
導
員
の
活
躍
が
今
後
ま
す
ま
す

期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
へ
の
参

加
が
指
導
員
相
互
の
切
磋
琢
磨
と
、

皆
様
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
加
藤

四
郎
・
社
団
法
人
全
日
本
指
定
自

動
車
教
習
所
協
会
連
合
会
教
習
部
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。

違
い
を
実
感
し
て
も
ら
う
。
８
名
の
生
徒
に

そ
れ
ぞ
れ
、
赤
、
青
、
黄
、
緑
、
白
、
ピ
ン

ク
、
オ
レ
ン
ジ
、
黄
緑
の
ベ
ス
ト
を
付
け
て

前
に
立
っ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
教
室
の
照

明
を
お
と
し
て
暗
く
す
る
。
こ
の
状
態
で
一

番
目
立
つ
の
は
白
。
逆
に
、
明
る
い
時
は
目

立
っ
て
い
た
赤
は
暗
く
な
る
と
目
立
た
ず
、

色
の
判
別
も
つ
か
な
く
な
る
。「
目
立
つ
色

の
服
を
着
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
反
射
材
を
身
に
つ
け

て
お
く
と
夜
間
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
皆
さ
ん
を

発
見
し
や
す
く
な
り
ま
す
」
と
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
再
び
教
室
を
暗
く
し
て
、
反
射

材
の
効
果
を
示
し
た
。

実
技
で
は
、
ま
ず
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

自
転
車
に
乗
っ
て
、
道
路
を
斜
め
横
断
す
る

場
合
と
、
ま
っ
す
ぐ
に
横
断
す
る
場
合
と
で

か
か
っ
た
時
間
を
計
測
。
斜
め
横
断
の
ほ
う

が
道
路
に
滞
在
す
る
時
間
が
長
い
た

め
、
事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高
く
な
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

次
に
、
１
台
の
ク
ル
マ
が
生
徒
た
ち

の
前
を
走
り
抜
け
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
「
速
度
は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ

う
？
」
と
生
徒
た
ち
に
問
い
か
け
る
。

「
30
㎞
／
h
」
と
答
え
る
生
徒
が
多
か
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５
月
14
日
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育

セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
で
、
亀
山
市

立
中
部
中
学
校
（
三
重
県
亀
山
市
）
の
１
年

生
１
７
４
名
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室

が
開
催
さ
れ
た
。

同
校
の
赤
坂
達
生
教
諭
は
今
回
の
交
通
安

全
教
室
を
企
画
し
た
背
景
を
次
の
よ
う
に
話

す
。「

当
校
で
は
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
通
学
に

自
転
車
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
毎

年
、
地
元
の
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
自
転

車
の
乗
り
方
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
今
年
は
少
し
手
法
を
変
え
よ

う
と
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ

ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

交
通
安
全
教
室
の
内
容
は
座
学
（
１
時
間
）

と
実
技
（
１
時
間
）。
座
学
で
は
、
夜
間
事

故
の
原
因
や
、
ど
う
し
た
ら
防
止
で
き
る
か

を
生
徒
た
ち
に
考
え
て
も
ら
う
。
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
「
み
な
さ
ん
は
中
学
生
に
な
っ

て
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
下
校
が
遅
く
な
っ
た
り
、

帰
宅
後
、
塾
や
習
い
事
に
行
く
た
め
、
夜
間

に
自
転
車
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
夜
間
、
皆
さ
ん
が

交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
を
話
す
。

ま
ず
、
昼
間
と
夜
間
で
の
色
の
見
え
方
の

5

現
場
訪
問

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た

自
転
車
で
通
学
す
る
中
学
生
へ
の
指
導

５
月
31
日
、
６
月
１
日
の
両
日
、

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ

ー
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
で
「
第
12
回

全
国
自
動
車
教
習
所
教
習
指
導
員
安

全
運
転
競
技
大
会
」（
主
催：

本
田

技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本

部
、
後
援：

社
団
法
人
全
日
本
指

定
自
動
車
教
習
所
協
会
連
合
会
）
が

開
催
さ
れ
た
。
同
大
会
は
、
全
国
の

自
動
車
教
習
指
導
員
の
自
己
研
鑽
へ

の
動
機
づ
け
や
、
他
の
教
習
所
と
の

交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
２
０
０
１
年
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
。

開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
を
務
め

●
亀
山
市
立
中
部
中
学
校
・
交
通
安
全
教
室

交通教育センターのバリアブルコー
スにある降雨装置を使って、雨天時
のドライバーの視界を体験。歩行者
や自転車は見落とされやすいことを
知ってもらう

インストラクターが自転車に乗り、道路をま
っすぐに横断する場合（上）と、斜めに横断
する場合（下）とでかかった時間を比較

いろいろな色のベストを生徒に着用しても
らい、徐々に教室の照明を暗くする。明る
い時と暗い時とでは色の見え方に違いがあ
ることを確認

今
大
会
に
は
、
全
国
26
都
府
県
73

教
習
所
か
ら
１
４
０
名
の
選
手
が
参

加
。
普
通
二
輪
部
門
、
大
型
二
輪
部

門
、
四
輪
部
門
に
分
か
れ
、
運
転
技

術
の
正
確
さ
や
タ
イ
ム
を
競
う
４
種

目
の
実
技
競
技
と
、
実
技
指
導
力
に

取
り
組
ん
だ
。

普
通
二
輪
部
門
総
合
１
位
の
館
林

自
動
車
教
習
所
（
群
馬
県
）
・
青
木

孝
行
さ
ん
、
同
２
位
の
ラ
ヴ
ィ
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
蒲
田
（
東
京

都
）
・
坂
本
章
吾
さ
ん
、
大
型
二
輪

部
門
総
合
１
位
の
早
鞆
自
動
車
学
校
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4月13日、経団連会館（東京都千代田区）

で、「平成23年度国際交通安全学会研究調査

報告会ならびに学会賞贈呈式」が開催された。

研究調査報告会は、平成23年度に成果が

明らかになった研究プロジェクトの中から①

「子どもから高齢者までの自転車利用者の心

理行動特性を踏まえた安全対策の研究」②

「安全でエコなラウンドアバウトの実用展開

に関する研究」③「震災危機管理と安全・安

心な交通社会の実現に関する総合的研究～し

なやかな地域社会の再生と創造を目指して

～」④「知的障害者のモビリティ確保のため

の都市公共交通の課題」の4テーマが発表さ

れた。

①では、多田昌裕・ATR知能ロボティク

ス研究所研究員らが研究の最終年度として、

中学生への自主活動定着化マニュアルと教材

作成を実施。また教習所における自転車運転

技能の測定と教育手法確立が報告された。

また、33回目となる国際交通安全学会賞

の表彰も併せて行われ、業績部門では国土交

通省東北地方整備局の「東日本大震災におけ

る『くしの歯作戦』を中心とした救援・復旧

事業」と三陸鉄道（株）「復興の促進と教訓

を結ぶ研修プロジェクト～三陸・被災地フロ

ントライン研修～」が受賞した。また、著作

部門では堀田典裕著の「自動車と建築―モー

タリゼーション時代の環境デザイン―」が受

賞した。

●平成23年度国際交通安全学会
研究調査報告会ならびに学会賞贈呈式

様々な交通問題に関する
研究成果を発表

全国26都府県73教習所から140名の選手が参加

開会式で挨拶を行う加藤
四郎・社団法人 全日本
指定自動車教習所協会連
合会教習部長

大型二輪部門「コーススラローム」

「実技指導力」では、
二輪・四輪の選手が
ともに「コーナリン
グ」をテーマにした
課題に取り組んだ

四輪部門
「コーススラローム」

普通二輪部門「一本橋」

TOPICS
★

●
第
12
回
全
国
自
動
車
教
習
所
教
習
指
導
員
安
全
運
転
競
技
大
会

73
校
１
４
０
名
の
教
習
指
導
員
が

指
導
力
の
基
礎
と
な
る
技
術
を
競
い
合
う

生徒がトレーニング車両に乗り込み、後部座席の生徒のかけ声
で助手席の生徒が補助ブレーキを踏む

っ
た
が
、
正
解
は
40
㎞
／
h
。
速
度
の
感
じ

方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
ク
ル
マ
は
自
分
が

思
っ
て
い
る
よ
り
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

最
後
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
す

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
車
両
に
生
徒
が
同
乗
し

て
、
目
標
制
動
の
体
験
が
行
わ
れ
た
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
60
㎞
／
h
で
濡
れ
た
路
面

を
走
行
し
、
目
標
と
な
る
パ
イ
ロ
ン
で
ピ
ッ

タ
リ
止
ま
れ
る
よ
う
に
後
部
座
席
の
生
徒
が

声
で
合
図
を
し
た
ら
、
助
手
席
に
乗
っ
て
い

る
生
徒
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
車
両
の
補
助
ブ
レ

ー
キ
を
踏
ん
で
ク
ル
マ
を
停
止
さ
せ
る
と
い

う
も
の
だ
。

生
徒
た
ち
と
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
た

赤
坂
教
諭
は
「
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
の
施
設

を
使
っ
て
様
々
な
体
験
が
で
き
た
の
で
、
生

徒
に
も
好
評
で
し
た
。
夜
間
の
通
行
や
斜
め

横
断
の
危
険
性
な
ど
、
登
下
校
時
の
事
故
防

止
に
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

感
想
を
語
っ
た
。

（
山
口
県
）
・
久
永
隆
一
さ
ん
、
同

２
位
の
新
東
京
自
動
車
教
習
所
（
東

京
都
）
・
中
元
聡
さ
ん
、
四
輪
部
門

総
合
１
位
の
ア
ヤ
ハ
自
動
車
教
習
所

（
滋
賀
県
）・
平
井
智
さ
ん
、
同
２
位

の
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
昭

和
（
長
野
県
）
・
丸
山
圭
一
さ
ん
に

は
、
全
日
本
指
定
自
動
車
教
習
所
協

会
連
合
会
会
長
賞
が
贈
呈
さ
れ
た
。


